
令和 7年 3月 26日 

小野工業高等学校（定）学校評価委員会 

令和６年度 学校評価 年度末の自己評価 

 

令和６年度重点事項  多様な課題を抱えた生徒が落ち着いて学べる学校づくりを目指す。 
(評価:Ａ(4.0～3.4)･･･十分達成できている Ｂ(3.3～2.8)･･･おおむね達成できている Ｃ(2.7～2.1)･･･やや不十分である Ｄ(2.0 以下)･･･不十分である) 

令和 6年度 

努力事項 

担当部署 今年度の実践目標・スケジュ

ール・評価指標 

前期の成果・後期に向けての課題 評価 今年度の成果・ 

来年度に向けての課題 

１ 生徒の内面の

理解を図る指導の

工夫 

保健部 

各担任 

・体験カウンセリングを１年生全員

に年１回行う。 

・生徒自らがカウンセリングを申し

出る環境づくりを目指す。 

・職員対象のカウンセリング研修会 

を年２回行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人面談を年２回以上、三者面談

を年１回以上行う。 

・生徒の勉強と仕事の両立を目指し、

家庭訪問や職場訪問を行い、生活

状況や職場環境を把握し、家庭・

職場・学校の連携を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒の観察と情報共有をきめ細か

く行い、いじめの未然防止・早期

発見に努める 

・いじめの兆候を認めたら、いじめ

対応チームを中心に迅速かつ組織

的に対応し解決をはかる。また必

要に応じて関係機関との連携をは

かる。 

・クラスになじめない生徒のために、

生徒同士が会話できる環境を作る。 

＜成果＞ 

・カウンセリングの活用や、個人面談な

ど生徒と話をする機会を多く設け、生

徒の状況を把握できている。 

・継続的にカウンセリングが必要と判断

する生徒には、毎回声を掛け状況を確

認しカウンセリングを実施している。 

 

・１年生を対象に小川カウンセラーによ

るカウンセリング講話を実施した。 

・カウンセリングの会話の中で、授業に

「楽しさ」「喜び」を感じている生徒が

いた。 

・夏季休業中に HR 担任が生徒の職場訪問

を行い、職場環境の把握や、学校と職

場の連携を図っている。 

 

・生徒について健康状態も含めて把握し

ている。また、万一の場合に備えて個々

の生徒の対処を職員研修によって対応

している。 

・４年生を対象に、救急救命法講習会を

実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題＞ 

・２学期に入り、生徒によっては多少の

環境の変化があるはずなので、変化を

見逃さないように引き続き面談等を行

いたい。 

・クラスになじめない生徒のカウンセリ

ングの実施を勧めたい。 

・問題行動を起こす生徒については、心

の内面を理解するためにもカウンセラ

ーとの連携がさらに必要となる。 

・引き続きカウンセリングを実施し、生

徒の状況を共有し連携を図る。 

・職員対象のカウンセリング研修会を 

11 月～12 月実施で調整中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

平均 

3.6 
 

＜今年度の成果＞ 

・ 1 年生全員に体験カウンセリングを実施す

ることで、カウンセラーとの繋がりが生ま

れ、生徒が自らカウンセリングを申し出や

すくなった。 

・ 継続的なカウンセリングが必要と判断され

た生徒には、担任と状況を確認しながら、

毎回声を掛けてカウンセリングを行ってい

る。 

・入学直後に小川カウンセラーによる講話を

実施し、生徒は自己理解やアイデンティテ

ィについて学んだ。 

・ 職員対象のカウンセリングマインド研修会

では、「自分を知るワーク」を通じて、他者

から見た自分や自己認識を深め、対人関係

に影響を与える要因を理解するきっかけと

なった。教員は普段、他者の様子には敏感

であっても自身の内面について考えること

は少ないため、この研修は良い機会となっ

た。 

・小野市消防署から講師を招き、4 年生およ

び教職員を対象に救急救命法講習会を実施

した。 

 

・ 各学期初めに個人面談を実施し、7 月と 12

月には三者面談を行うことで、生徒と保護

者との意思疎通を円滑に図ることができ

た。 

・1 年生は 1 学期に家庭訪問を実施した。 

・生徒の職場訪問を行い、職場での生徒の様

子を把握するとともに、学校での情報を職

場に伝え、学校と職場の連携を強化した。 

・生徒の観察と情報共有を通じて、いじめの

未然防止と早期発見に努めた。 

・生徒との対話を意識し、何かあった際に相

談しやすい人間関係を築くように心掛け

た。 

 

・ 日常生活を見守り、異変を感じた際にはす

ぐに個別面談やカウンセリングを実施し、

生徒が落ち着いて学校生活を送れるよう支

援した。 

・生徒間、教員間、さらには生徒と教員の間

で、円滑なコミュニケーションが取れるよ

う意識的に配慮した。 

・保護者への連絡はきめ細かく行い、その結

果、保護者と学校との信頼関係が深まった。

なお、本校定時制では Web による欠席連絡

を行っておらず、今後もその予定はない。 

 

＜来年度に向けての課題＞ 

・カウンセラーと担任が、カウンセリングを

受けた生徒のことを話し合える時間があれ

ばよい。 

・守秘義務はあるが、スクールカウンセリン

グなので、生徒情報としてフィードバック

があればよい。できるだけ学校として、生

徒の悩みを把握しておく必要がある。 

・引き続き、個々の生徒の健康状態を把握し、

万が一に備えて職員も対応できるように定

期的に職員研修を図る。 

・職員対象のカウンセリングマインド研修会

を実施して、生徒理解への学びを深める。 

・距離感がわからない生徒や、会話が苦手な

生徒もいるため、生徒間の言葉使いや接す

る態度など、時間をかけて教えていく必要

がある。 

・クラスに馴染めない生徒が出ないように、

積極的な支援や働きかけを行う。 

 

【ありたい姿】 

・生徒が互いを尊重し、落ち着い
て学校生活を送ることができて
いる。 

・生徒同士や生徒と教員間で円滑

なコミュニケーションがとれて

いる。 



・今年度から取り組んだ、４年生と教職員を

対象とした救急救命法講習会今後も実施す

る。 

２ 生徒の自主・自

律の精神を育む指

導の工夫 

生徒指導

部 

(人権教

育部) 

・生徒会役員が中心となり、毎日の

放課後の清掃活動や行事の司会運

営等を行ったり、新たな取り組み

を計画・実施するように指導する。 

・生徒会活動や部活動、体育大会な

どの学校行事を通して、生徒が活

躍できる場面を増やし、生徒間の

親睦や交流を図る。 

 

 

 

・部活動に参加する生徒を増やし、

部活動を充実させる。 

 

 

 

 

 

・フリースタイルルーム(給食室)の

活用方法を生徒自ら考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果＞ 

・校内生活体験発表会で、生徒が運営を

行った。 

・毎年の事であるが、生徒会は学校をよ

り良くしようと行事の運営、校外活動

などにも積極的に参加している。 

・わいわい小学生工作教室に参加した生

徒 

は、小学生と一緒に楽しくものづくり

に 

 取り組めていた。 

・各行事の出席生徒が多く参加率が高い。 

・生徒会役員が放課後に清掃活動を実施

している。 

 

・特定のクラブ活動が好成績をおさめて

いる。 

・人数が少ない部活動は兵庫県選抜とし

て近畿大会に出場する（サッカー部、

剣道部）。バトミントン部は地区大会で

は上位を独占している。 

 

・フリースタイルルームの活用が目立っ

てきた。 

・4 年生が就職用の履歴書作成のためにフ

リースタイルルームを利用している。 

・フリースタイルルームを 1 年 A 組、B

組の合同 HR で利用している。 

・4 年生が就職用の履歴書作成のためにフ

リースタイルルームを利用している。 

 

＜課題＞ 

・生徒が学校生活をよくするために自分

たちで行動する場面を増やしたい。 

 

 

 

・学校行事の参加生徒は多くなったが、

準備や片付けに協力してくれる生徒は

減少している。 

 

 

 

 

・１学期は入学したばかりであるので、

緊張感をもって取り組んでいたが、２

学期になって中だるみしないよう、し

っかりと生徒の様子を見ながら状況の

変化を逃さないようにしたい。 

・朝から仕事のある生徒の部活動参加の

あり方、方法を考える。 

 

・部活動の入部率が低い。 

・わいわい小学生工作教室などへの参加

生徒を増やす。早い時期からの声掛け

が必要である。 

・部員が１名（剣道部、県大会準優勝）

なので今後増やしていき活動を活発化

させていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

平均 

3.6 

＜今年度の成果＞ 

・生徒会役員中心にオープンハイスクールの

司会進行、案内、学校 PR を行った。 

・生徒会役員を中心に放課後。毎日の清掃活

動に取り組むことができた。 

・生徒会メンバーは、運営等を自分たちで行

うという自覚が出てきている。 

・わいわい工作教室では、ものづくりの楽し

さを小学生と一緒に取り組めたとともに、

教えることの楽しさと難しさを学べた。 

 

・バトミントン部の部員自ら、活動日数を増

やしたいといい、活動がより活発になった。 

・県選抜として、近畿大会や全国大会に出場

する生徒が１年生いた。小野工（定）の単

独チームでの近畿大会以上を目指す部活も

ある。１年生が特に、活発になっている。 

 

・学年 HR（１年生）をフリースタイルルーム

で行うことで、生徒が一つの机を囲んで会

話する場面が多くみられた。 

・体育大会の準備や片づけなど、生徒が周り

をみて行動できるようになっている。シー

ト巻きでは、率先して行う姿が見られた。 

 

 

＜来年度に向けての課題＞ 

・教室の清掃について、週一回でも担当を決

めて、生徒だけで清掃を行うようにしたい。 

・日番の運用が途切れないようにしたい。 

 

・学校行事には当たり前のように、すべての

生徒が参加するような雰囲気をつくる。 

・学校生活では、縦の繋がりを意識した内容

を増やせばよい。例えば、体育大会を縦割

りのチームとする。 

 

・生徒会からの行事や新たな取り組みの提案

などがあればよい。 

・来年度から給食（パンの配付）が廃止され

るに伴い、フリースタイルルームの有効活

用を考えていきたい。 

 

 

・部活動に参加する生徒を増やし、部活動の

入部率を上げる。 

 

【ありたい姿】 

・各行事に出席する生徒が多く、

運営・準備・片付けに多くの生

徒が活躍している。 

・部活動の入部率が上がり、学校
に活気が出ている。 

 



３ 家庭・地域と連

携した教育活動の

推進 

総務部 

生徒指導

部 

（情報教

育 委 員

会） 

 

・学校ＨＰの更新を頻繁に行い、日々

の出来事や学校の様子を伝える。 

 

 

・年３回の地域清掃活動に全生徒が

最低１回は参加し、地域社会の一

員としての自覚を持ち、ボランテ

ィア精神を培う。 

 

 

 

 

・わいわい小学生工作教室等の実施

にあたり、早い段階から生徒に告

知し、全校生徒の 10％程度がこれ

らの取組みに参加する。 

 

 

・「課題研究」での授業実践を外部イ

ベント等の場に生かすことや地域

より依頼のあった作品作りを通じ

て、ふるさと貢献活動の内容を深

める。 

・ボランティア活動に自主的に取り

組む生徒をさらに増加させるた

め、オリエンテーション等を実施

する。 

＜成果＞ 

・保護者とは良好な関係であり、協力し

て育てることができている。 

・学校行事の度に HP を更新している。さ

らに、中学生向けに実習の様子なども

公開していきたい。 

・家庭訪問や家庭連絡をまめに行い、家

庭との連携はしっかりとれている。 

 

・清掃活動も積極的にごみ拾いなどを行

っていた。 

・多くの生徒が地域貢献活動に参加する

ようになった。 

 

・わいわい小学生工作教室に生徒が指導

者役として参加できた。 

 

・ふるさと貢献活動として「ひまわりを

咲かせて贈呈する」という新しい取り

組みをした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題＞ 

・学校 HP を充実させる。 

 

 

 

 

 

・地域や保護者のために、生徒自身が何

か提案し、実行に移していきたい。 

・多くの生徒が工作教室に参加する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

平均 

3.3 
 

＜今年度の成果＞ 

・学校のようすを、HP を通して発信した。 

・毎月、学年通信の発行で学校のようすを伝

えた。 

 

・地域清掃活動では、参加者が年々増えてき

ている。まじめに取り組んでいる。 

・多くの生徒が積極的に参加した。 

・ボランティア活動の意義がでてきたように

思える。 

・年３回の地域清掃活動の取り組みにより、

神戸電鉄から感謝状を頂いた。 

 

・工作教室には生徒会役員を中心に参加して、 

しっかりと小学生に指導できていた。 

・昨年度より、小野市の陣屋祭りにも、工作

教室のブースを出店して工作教室を実施し

た。今年度も引き継き、実施予定。 

 

・課題研究で作成したハンドベルを地域に贈

ることができた。 

 

・保護者への連絡を密にして、意思の疎通を

図ることができた。 

・連絡をまめに行うことにより、良好な関係

で、協力して育てることができている。 

・保護者アンケートを見るに，家庭程連携が

うまくとれていないように思われた。この

項目は自己評価は高かっただけに，保護者

アンケートとのギャップに驚いた。 

 

＜来年度に向けての課題＞ 

・学校 HP の更新を頻繁に行い、日々の出来事

や学校のようすを伝える。 

・臨時休校などの緊急連絡を、学校 HP を利用

して行ったが、一斉メールのような方法も

検討する必要がある。 

 

・工作教室の指導者役としての参加だけでは

なく、準備等も含めて運営する機会を生徒

とともに作りたい。工具の準備、材料の準

備などをすることにより準備の大切さを学

ぶことができる機会にもなると思う。 

・わいわい工作教室には生徒会からだけでは

なく、１年生からの参加があればよい。ま

た、自主的な参加を促したい。 

・引き続き、学期毎に、ふるさと貢献事業を

通じで校内外の清掃作業を実施する。 

・４年生の清掃活動の参加が悪かった。卒業

が近づいても、学校への意識を持ち続けて

学校行事に積極的に参加するように促す。 

・家庭連絡を密にする以外に解決策はないよ

うに思われるが、抜本的な解決策が見えて

いるわけではないのが悩ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）家庭や地域へ

の情報発信 

（２）地域への貢献

活動や交流 

【ありたい姿】 

・学校と家庭とが連携して生徒を
育てる体制ができている。 

・生徒が地域社会に出て地域に貢

献し、地域を支える一員として

の実感を持てている。 

 



４ 多様な生徒の

学習意欲を高める

ための組織的な授

業改善 

教務部 

（各教科

担当） 

 

・生徒の実態を踏まえ、教師は指導

方法の工夫や改善に取り組み、生

徒の学力や学習意欲の向上に結び

つく授業改善を図っている。 

 

 

 

 

 

 

・学力の面で課題のある生徒に対し、

積極的に声掛けを行い、計画的に

補習を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・すべての教師が授業規律を守らせ、

落ち着いた雰囲気の授業を展開し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各教室に導入されたプロジェクタ

ーやタブレットの活用について研

修を行う。 

 

・授業研究や公開授業の機会を有効

活用し、教員が互いに高め合って

いる。 

 

 

 

 

 

・外国籍で日本語が苦手な生徒に対

する指導の進め方を学校全体で考

えて行く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果＞ 

・自分で学習する習慣がついた生徒も数

人おり、やればできることを実感した

生徒も多い。 

・生徒の実態を踏まえ、教師は指導方法

の工夫や改善に取り組めている。 

・日本語の苦手な生徒に対する指導は、

各教科でそれぞれ工夫されている。た

とえば国語の漢字の小テストでは、「に

もつ」という漢字を書かせるときに、

英語で「baggage」とヒントを与え、言

葉の習得を目指している。 

 

・目で見て理解するように模範実技を必

ず行い安全面を第一として作業させ

る。 

・海外の映画のセリフなどを授業に取り

入れることにより、英語に抵抗を示す

生徒の割合は、以前よりも減少傾向に

あるように思う。 

・生徒の実態を踏まえた授業改善が継続

して行えた。 

・落ち着いた授業を継続して展開するこ

とができた。 

 

 

・中学の学習範囲でつまずいた生徒も多

く、復習することで理解が深まり、力

もついてきた。 

・ICT を活用して授業を展開している先生

が多くなった。 

・製図や工作などは、タブレットに書き

込んだ画面で説明するなど工夫されて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題＞ 

・外国籍で日本語が苦手な生徒、学習に

ついて向き合えない生徒など、時間が

かかる生徒について、支援が届いてい

ないため、届くよう努力する。 

・１学期に欠点を取った生徒（無気力型）

に対するアプローチを考えたい。 

・１学期に欠点を取った生徒（低学力型）

に対しては、夏季休業中より補習を始

めており、今後の授業の理解度がどの

程度変化していくのかを注意深く観察

したい。 

・授業研究や公開授業を２・３学期に実

施できる機会を設けたい。 

・外国籍で日本語が苦手な生徒に対する

指導の進め方を学校全体で考えて行

く。 

・ICT を活用した授業実践に向けて、研修

会をする必要がある。すべての教科で

１回は ICT を活用した授業を実践する

機会をもつ。 

・外国籍で日本語が苦手な生徒に対する

指導をどのようにするか、対応策を考

える必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

平均 

3.6 
 

＜今年度の成果＞ 

・基礎基本からの復習で、着実に生徒の学力

は向上している。計算の速さ、理解度など、

入学時に比べて格段に速くなっている。 

・目で見るだけでなく、実際に動かして理解

できるように自作した教材を用意した。 

・生徒の実態を踏まえ、教師は指導方法の工

夫や改善に取り組めている。 

・様々なものに例えて、かみ砕いて説明する

ことで理解しやすいようにした。 

 

・考査前になると、補習を行っている。多く

の生徒が参加して、学びあいをしている。 

 補習はしんどいものではなく、わかると楽

しい。そのために参加するものであるとい

う認識に変わっているようである。特に３

年生の補習参加者が多く、他学年にもよい

影響を与えている。 

・学力の面で課題のある生徒に対し、積極的

に声掛けを行い、計画的に補習を行ってい

る 

・数学科では，長期休業後の課題テストを行

い，不十分な生徒に対しては始業前・後で

補習を行うなど，学習指導に関してはしっ

かりと手を入れていけたと感じている。 

・授業時間内だけでは理解できない生徒がい

るため、個々に残って個別指導を受ける生

徒が多くなり前向きな姿勢が伺えた 

 

・落ち着いて授業に取り組めている。生徒を

主体とした授業を展開されている授業もあ

る。生徒の自己肯定感を高める工夫がされ

ている。 

・授業中に落ち着かないことが生じた場合、

すぐに対応することができている。計画的

に授業中に生徒のようすを観に行くこと

で、注意喚起を促す。 

・チャイムの号令と同時に授業ができるよう

になってきている。学びあいの時間（演習） 

では、積極的に教えあうことができている。 

 

・多くの授業において、ICT を活用した授業

が展開できるようになった。生徒の理解が

高くなったように思える。 

 

・研究授業（数学・工数）を実施した。授業

研究協議では活発な意見交流ができた。 

・校内授業研究を実施し、指導方法や工夫に

ついて意見交換ができた。 

・生徒の主体的な学びの実践や、ストップウ

ォッチを用いた計算練習などメリハリがあ

る授業を学べた。 

 

・外国籍生徒に対し、日本語教育を実施でき

た。音読やプリント学習など、小学校低学

年の教材を用いて行った。 

 

＜来年度に向けての課題＞ 

・落ち着いて授業を受けることができるよう

になったので、できるだけ実験・観察を取

り入れた授業を展開したい。 

・ICT の活用や視覚的にとらえることができ

る教材づくりをしたい。 

・学年が上がるにつれて、授業内容が難しく

なっていくが、こちらもそれに応じて創意

工夫をして、理解させたい。 

・学力的にしんどい生徒に対しては、個別指

導を引き続き、行っていきたい。 

・外国籍で日本語が苦手な生徒に対する指導

の進め方を学校全体で考えていく必要があ

る。担任のみで行うのは負担が大きい。 

・外部サポート制度を活用していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

【ありたい姿】 

・生徒の実態を踏まえ、教師は指
導方法の工夫や改善に取り組
み、生徒の学力や学習意欲の向
上に結びつく授業改善を図って
いる。 

・すべての教師が授業規律を守ら
せ、落ち着いた雰囲気の授業を
展開している。 

・授業研究や公開授業の機会を有

効活用し、教員が互いに高め合

っている。 

 



５ キャリア教育

の推進 

進路指導

部 

機械科 

 

・地元企業や生徒が現在勤めている

企業などとの連携をはかるととも

に、進路実現に向けて生徒の意識

を高め、正規雇用率 70％を維持す

る。 

 

・学校でのものづくりや資格取得を

とおして望ましい職業観・勤労観

を身につけさせる。 

・１年生全員が計算技術検定４級に

合格する。 

・２年生の 30％の生徒が基礎製図検

定に合格する。 

・３年生の 10％の生徒が情報技術検

定３級に合格する。 

 

 

 

・進学資料を充実させるとともに、

進学した卒業生の紹介もしてい

く。 

・資格・検定を積極的に受検する生

徒を増やし、補習内容を充実させ

るなど、よりきめの細かい指導を

行い、取得者を増やす。 

・在校生の就業率 90％程度を維持す

るため、就業指導と個別指導を行

う。 

 

・ホームルームなどを利用し、進路

について考える機会を持つ。 

・採用試験での面接などを想定し、

普段から言葉遣いや礼儀作法など

を学ぶ機会を設ける。 

 

・進路講演会を実施し、困難を乗り

越え目標実現に向けて努力する心

を育てる。 

 

＜成果＞ 

・在校生の 70%以上がアルバイト等の仕

事に就いている。 

・アルバイトをする生徒が増え、就業意

欲があがり、積極的に働いている。 

・進路についても、少し考えながら職場

を探している。 

・１年生のアルバイトに関しては現在、

ほとんどの生徒が取り組めており、初

動としては順調である（令和６年度入

学生以降は２年次以降、就労していな

い者は教科書代給与なし）。 

 

・計算技術検定４級を１年生の大半が取

得できている。 

・三修生の生徒が機械製図検定に合格し

た。 

・第二種電気工事士の資格に合格する生

徒（外国籍）がでた。担当教員の指導、

本人の努力により、達成できた。他の

生徒も、電気工事士の資格は国家資格

であることがわかり、意欲を高めた。 

 

・4 年生の新規就職希望者に進路ガイダ

ンスを実施し、面接対策として、身だ

しなみやマナー、あいさつ、自己 PR、

志望動機等のポイントを学んだ。 

 

・三修生の生徒は公務員試験の合格に向

けて学習を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題＞ 

・計算技術検定４級がまだの生徒が合格

し、全員取得する。 

・三修生の基礎製図検定の合格率(17％)

を上げる。 

・在校生の就業率を上げるために、就業

指導や個別指導を行う。 

・受検する資格によってテキストのみで 

 学習させておくのではなく、時間のあ

る限り理解できない部分も含め手を加

えて教えてやることが大切。 

 

・アルバイトを始められていない生徒、

行動ができない生徒がいるため、少し

ずつでも動けるように支援していきた

い。 

・進路意識を高めること。 

・ホームルーム等で卒業後の進路につい

て考える機会を設ける。 

・在学生の飲食店での仕事が多く、卒業

後の継続が難しい。特別な事情なくア

ルバイトを行っていない生徒が複数人

いること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

平均 

3.6 

＜今年度の成果＞ 

・正規雇用の就職希望者全員が、内定を頂い

た。 

・・在校生の 79％がアルバイト等の仕事に就

いている。 

 

 

・資格・検定に興味を持ち、積極的に受検す

る生徒が増えてきた。 

・２年生の 39％の生徒が基礎製図検定に合格

した。 

・３年生の 16％の生徒が情報技術検定３級に

合格した。 

・第二種電気工事士に１名が合格した。 

・来年度の第二種電気工事士の試験に向けて、 

教員２名、生徒３名が受験予定である。 

・パソコン利用検定３級に 1 名の生徒が受験

し合格することができた。 

 

・3 年生に卒業後の進路について考える、ハ

ローワークの進路ガイダンス(キャリア形成

支援期コース)を実施できた。 

・4 年生の新規就職を希望する生徒に、ハロ

ーワークの進路ガイダンス(就職活動支援期

コース)を実施できた。 

 

 

 

 

 

・自分から挨拶ができるようになった 

・仕事と掛け持ちしながらも、定刻の授業時

間に遅れてくる生徒が少なくなった。 

・検定試験にも意欲的であった。 

 

 

 

＜来年度に向けての課題＞ 

・アルバイトを継続できずやめてしまってい

る子が多くいるので、なるべく辞めず、継

続するように指導していきたい。 

・来年度から教科書給与のルールが変更され

るので、全生徒が有職生徒になれるように、

はたらきかけたい。 

・自分の将来に対するイメージをホームルー

ムの時間や、実際の仕事を通して考えさせ、

進路希望が「未定」の生徒を少しでも減ら

す。 

・ものづくりを通して、職業観・勤労観を身

に付けさせる。 

・採用試験での面接などを想定して、言葉遣

いや礼儀作法などを学ぶ機会を早くからつ

くりたい。 

・早い段階で、進路（就職）を意識させ、有

利になる資格取得を目指させたい。 

 

（１）生徒の就業指導 

（２）生徒の進路実現に向けて

の指導 

（３）資格取得 

【ありたい姿】 

・生徒の多くが、資格取得に向け

て意欲的に取り組んでいる。 

・生徒の多くが在校中から就労す

るとともに卒業後に希望する進

路に進んでいる。 

・将来の生き方や進路について考

える機会が設定されている。 

 

 

 

 

学校評議員会・学校運営協議会でのご意見（令和 7年 2月 27日(木)） 

・情報発信について、文字ばかりになると見にくい。写真ばかりだと情報がわからないので、うまくバランスがとれた情報発信をしてほしい。また、情報発信があれば保護者に対し

て、プッシュメールで知らせてもらえると確認しやすい。 

・保健室にくる生徒で、やけどの項目が多い。実習の安全には十分に指導されていると思うが、注意喚起の徹底をお願いしたい。 

・退学者が昔に比べれば、大幅に少なくなってきているが、やはり一定数はいる。目標をもって入学してきた生徒が卒業まで頑張れる指導を今後もよろしくお願いします。 

・若い卒業生が、実体験をもとに「就職するとはこういう事」、「こんな勉強をもう少ししておけばよかった」などを話してもらう機会をぜひ作ってほしい。 

 


